
海外での事業展開（2013年度）
一般電気事業IPP事業 環境関連コンサルティング事業

【メキシコ】 
プロジェクト：トゥクスパン2号
発 電 方 式：ガス・コンバインド

サイクル方式
燃　　　料：天然ガス
出　　　力：49.5万kW
（2001年12月営業運転開始）　
プロジェクト：トゥクスパン5号
発 電 方 式：ガス・コンバインド

サイクル方式
燃　　　料：天然ガス
出　　　力：49.5万kW
（2006年9月営業運転開始）

【フィリピン】
プロジェクト：イリハン
発電方式：ガス・コンバインド

サイクル方式
燃　　　料：天然ガス
出　　　力：120万kW
（2002年6月営業運転開始）

【台湾】 
プロジェクト：新

シン

桃
タオ

電力
発 電 方 式：ガス・コンバインド

サイクル方式
燃　　　料：天然ガス
出　　　力：60万kW
　2002年3月営業運転開始
　（2010年11月株式取得）

【中国】 
プロジェクト：内蒙古風力
出　　　力：5万kW
（2009年9月営業運転開始）

【シンガポール】 
プロジェクト：セノコ・エナジー社
出　　　力：330万kW
（2008年9月株式取得）

【インドネシア】（建設中） 
プロジェクト：サルーラ地熱
出　　　力：約32万kW※

（2007年10月参加権益取得）

 ］［

※：2013年4月時点。

【ベトナム】
プロジェクト：フーミー 3号
発 電 方 式：ガス・コンバインド

サイクル方式
燃　　　料：天然ガス
出　　　力：74.4万kW
（2004年3月営業運転開始）

【インド】 （検討中）
再生可能エネルギー開発
出　　　力：50万kW程度

【インド】 
ビハール州バラウニ火力発電所
建設事業実施に係る技術支援

【ルワンダ】
持続的な地熱エネルギー開発推進
のための電力開発計画策定支援

【中国】
中国紡織業界省エネ普及
スキーム検討

単位：トン（カッコ内は、CO２換算量※）
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SF６ガスの回収実績（2013年）
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※：SF6ガス重量をSF6の温暖化係数（23,900）を用いて、CO２の重量に換算。
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単位：万トン－CO２※SF６排出量

※：SF６ガス重量をSF６の温暖化係数（23,900）を用いて、CO２の重量に換算。
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※： N２Oガス重量をN２Oの温暖化係数（310）を用いて、CO２の重量に換算。
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単位：万トン－CO２※HFC排出量

※： HFCガス重量をHFCの温暖化係数（140～11,700）を用いて、CO２の重量に換算。

・国際協力機構
（JICA）

・IPP　　　　　
（独立系発電事業者）

・天然ガス

・地球温暖化

・再生可能　　
エネルギー

・コンバインド
（サイクル）

用語集を
ご覧ください

・温室効果ガス

・N2O
  （一酸化二窒素）

・SF6
  （六フッ化硫黄）

・温暖化係数

・熱効率

・CH4（メタン）

・HFC　　　　 
（ハイドロフルオロカーボン）

・オゾン層

・フロン

・規制対象フロン

・PFC　　　　 
（パーフルオロカーボン）

用語集を
ご覧ください

国際協力機構（JICA）等の機関を通じた専門家の派遣・研修生の受け入れや、海外の電気事業者との情報
交換を行うとともに、アジアを中心に、当社・グループ会社の技術・ノウハウを活かしたIPP事業※や海外コンサル
ティングを展開しています。

中国における風力発電所や、メキシコ、フィリピン、
ベトナム及び台湾における天然ガスを燃料とした
高効率な火力発電所の建設・運転により、CO2排出
の抑制を図るなど、IPP事業を通して、グローバルな
視点での地球温暖化問題に貢献しています。
また、インドネシアでは、スマトラ島サルーラ地区
において、総出力32.08万kWの地熱発電所を
2016年から2018年にかけて順次営業運転させる
べく、伊藤忠商事㈱などと共に建設工事を行って
います。本プロジェクトは、2014年3月に㈱国際
協力銀行やアジア開発銀行などの銀行団と融資
契約を締結し、同年5月に着工しました。

（1）ＩＰＰ事業の展開

海外との技術交流などを通じたＣＯ２排出抑制5

※：Independent Power Producer（独立系発電事業者）の略

噴気試験の様子（サルーラ地区）

当社は、国内の電気事業を通じて蓄積した技術・ノウハウを活用し、アジアを中心とした海外で、発電・送配電・
環境・省エネなどのコンサルティングに積極的に取り組み、各国の電力安定供給や環境改善、人材育成に貢献して
います。
近年の主な案件としては、インド北東部に建設計画中の石炭火力発電所の高効率化可能性調査や、ルワンダの

地熱開発及びこれに資する電力開発計画の策定支援調査、日本の紡織技術の移転による中国紡織業界の省エネ・
環境ビジネス推進モデルの構築検討などを実施しています。

（2）海外コンサルティング

CO２以外の温室効果ガス排出抑制
温室効果ガスの排出は、発電時に発生するCO2が99％以上を占めますが、その他事業活動に伴って発生する

N2Oなどの温室効果ガスについても排出抑制に努めています。

6

● 六フッ化硫黄（SF6）
　SF６は絶縁性に優れているため電力機器の一部
に使用していますが、機器の点検・撤去にあたって
は、真空型回収装置の使用を徹底し、大気中への
排出を極力抑制しています。

● メタン（CH4）
　火力発電所での燃料の未燃焼分として排出される
CH４は、排ガス中の濃度が大気中の濃度以下である
ため、実質的な排出はありません。

● 一酸化二窒素（N2O）
　主に火力発電所での燃料の燃焼に伴い発生する
N２Oは、発電所の利用率により発生量が変動し
ますが、火力総合熱効率の向上等に取り組むこと
により、排出抑制に努めています。

● ハイドロフルオロカーボン（HFC）
　2013年度のＨＦＣについては、冷媒等として
使用している空調機器等の故障などが原因となり、
排出量が大きく増加しましたが、引き続き、機器
の設置・修理時の漏洩防止、回収・再利用を徹底
していきます。
　なお、オゾン層の破壊につながるフロン類（規制
対象フロン）を使用している冷媒機器等について
は、今後も点検・撤去時におけるフロン回収を徹底
するとともに、機器新設時や取替時には、規制対象
フロン不使用機器の導入を進めます。

● パーフルオロカーボン（PFC）
　PFCは一部の変圧器で冷媒及び絶縁体として
使用されている例がありますが、当社での使用は
ありません。

詳細は九州電力ホームページ
関連・詳細情報（P2参照）　  オゾン層の保護WEB
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普段は分からない海外における取組みを知ることができてよ
かった。

ステーク
ホルダー
のご意見

http://www.kyuden.co.jp/environment_booklet_action-report14_ozone_layer.html



